
 
 

 

 

 

 

 

 

国内の食品ロス発生量は年間472万トン（令和４年）と推計されており、国民一人当たりに換算する

と、毎日おにぎり1個分（約103グラム）の食品を捨てている計算になります。 

こうした状況を踏まえ、県では、食品ロスの発生を抑制するため、小売店の主な食品ロスの要因（消

費・賞味期限切れ、傷みやすい青果など）をターゲットとした手前どりキャンペーン・使い切りレシピ

キャンペーンを小売店と連携して実施します。 

県民の皆様の食品ロスへの理解を促進するため、周知にご協力をお願いいたします。 

 

１　実施内容 

 

２　実施期間・協力店舗等 

実施期間：令和６年10月30日（木）～12月31日（火） 

※協力事業者は10/16現在。期間終了まで随時募集中。 

 

３　取材について 

　協力店舗の取材を希望される場合は調整させていただきますので、ご連絡ください。 

 

４　その他 

県ホームページ 

(https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/food-waste-loss/food-waste-loss-campaign2024.html）

 協力店舗（715店舗）
 生活共同組合ひろしま、株式会社スパーク、株式会社ユアーズ、株式会社そごう・西武　そごう広島店、

イオンリテール株式会社、株式会社セブン‐イレブン・ジャパン、株式会社イズミ、株式会社藤三、 
三次フードセンター株式会社、株式会社フレスタ　

資　料　提　供 
令和６年10月23日 

課　名　循環型社会課 
担当者　石田 
電　話　082-513-2951 
内　線　2950

10月30日は食品ロス削減の日 

食品ロス削減に向け、手前どり・使い切りレシピキャンペーンを開始 

期間：10/30（木）～12/31（火）
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